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琉球諸島に産する燐礎石の地球化学的研究 (Ⅰ)

乗 島 清

GeochemicalStudyonthePhosphateRocksproduced

intheRyukyulslamds

KlyOShlKaneshlma
UmVerSltyOftheRyukyus

BecallSethequalltleSOfphosphaterocksproducedwlthlntlleliyukyuIslandsare

relatedt()thelrlocatュ()nS,furtherresearch lSundertakenonthelrmlCrO-elements

suchas2･lnCandCopper

lt】sfoundthattherearephospahterockseontalnlngaCOnSlderableamountof

zlnC(01107%)andthatsuchphosphaterockswlthouLe】くCeptlOnSareprOdllCedln

pocketformsonhlllsnearseasllOreS

ItlSaSCertalnedthattherelSapOSLtLVeCOrrelatlOnbetweentheamountof271nC

andtheamountoflrOn,alumlnlum andslllCateCOntalnedwLthlntherocks

Further.lrOllandalumlnlumphosphaterocksbeingproducedwlthlnCalclurr)Caves,

wereLnVeStlgatedaswellasbat･g11anO Insidethecave Itwasfoundthatalarge

amountofcopper(06112% lntheash)wascontalnedlnthebat-guano.

VertlCalsectionsOftheacc11m111atedbat-guam()waslnVeStlgatedwlthavlelVtO

understandlngthedecomposltlOnOfthebat-guam()wlththebehav10rOfcopper.

Itwasascertainedthatc()pperbecomessolubleandflowsoutuponthedecompo-

sltlOnOfthebat-guanoWlthoutenterlngintothepllOSPllaterockandthat∠lnCand

calclum behaveslmllarly lncontrast.1rOn,alumlnlum andslllCatetendtoremaln

asphosphate,sothat】tlSClearthatlrOnandalurrllnlum PhosphateformedlnSlde

calclumCavesCDntalnVeryllttlecopper,zlnCandcalcium

§ 枯 す

琉球列島の島Aには各鹿に少盈ながら旅凍石を産山する これらの焼成右について者常は胞回

にわたり調我する根幹があり,又試料を搾粂して分qlを行った.その結果品質と産地の状況に或

る即題のある番を知った.この事に非常な興味を感じこれをさらに深 く調べる執 土地球化野的YZ:

興味深いl',口越であると考えて,級数成分につレ､て調べたところ,燐酸石及蛸相乗中の銅及iirE約に

ついて興味ある凍寒を見出したのでその結果について報告する.

§弟Ⅰ書 琉球諸島声榊 石の晶5tと産出地とのW係

l 産 出地 及 そ の状 況

琉球列島円に於ける醗醗石の圭なる産LU租は次の通 りである
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10 9t凍結血r:声する幹事石の地球化串的併発 (∫)
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汀 試 料

この苑地のうち主たる臆について1952年に2回沖77(良滞払 輿着払を詞破する槻骨を得又1954

ir.宵占血を31命したの ぐ.赤地で比較的そのiFF<を代表しそうな燐鉄石を探JAlて洪f-Tとした.



12 誰瑞軒応に産する燐碑石の地球化与川勺研究 (I)

然し二三の試料に放ては依赦して探躯させたのもある.又輿論岳,富占島の燐旗依髄小にはl咋榊

の刊め頃探期し如されて杓ど埋轍をRJ.める蔀のLfi衆ない産もあったが,これらの試料 土襟卿硯切

に掘り超された蹴石上D遇揮して試料とした 探坐した班右は小石大に砕き長FfI湖放LEEL払乾し

後80メッシュに粉砕して吉和lとLた.

J 分 析 方 法

1 乾 燥 減 畳 11OoCにおける乾燥減丑をJlllJ起し附帯水分とした

2 灼 熱 減 免 白金瑠璃に試料を朴収し電束マツ-/ノレ地中にて約 1000Qcに灼熱して松宗lとし

減免を測淀した.

3 SI02 (王水不粋分) 談判にE･'JKと少丑の迎塩諜酸を加えて蒸散昨滴せしめ裕び溢fEIL隙と加

えて鹿鎖し不溶性襖啓を常法-に従ってBf丑分qTrをJTTつた_

4 P205(燐酸分) 常法に従いそリ7'アン酸アンモ-.)ム†容液 を加え焚LIlの燐-,I:リブヂy轍ア
ンモ=-I)ムとTLL後 25% 丁/そこ7水をJJnえて淋僻せしめマグネyT況液を加え燐恨て

クーネ/ウム7pンそこT'/ムに襲えこれを灼熱してl='ロ怖硬マグオ/ウムとし光量し講l執こよ
りP205として求めた

5 Fe209十A1203(鈍く弊土) IE水盛現して凍過した終液を定解フラスコに入れこれから-hi紫を

二取LZiLイオン交換樹脈 (lR-120〔80メッシュ〕)を通し-1唐燐芦安を陽イオンより分離LJ-

く水洗して彼 3N HClにて溶出し (流速 1cc/m上n)溶離淡について常澄に従ってアンモ

-7'水を加え水酸化物として沈澱せしめこれを灼熱して酸化織と恨化7JLJミニウムの缶鮭

として泣盈した

6 CaO(右/{分) 銘博士を漣過した液に棒形'7'yモ-ウム擁液を加え稚較カJL/ンウムとしで

Tilble 工

ChmlealcomposlhonoEp】10SphalerocksproducedlnlhcRYUKYUTSLANDs

pmduet10n .Sa-p,cIMo()競rel
7;,二
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∵ .
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igKV監 sYl:K':ニuGRAA"黒:;=14O
吐誓l"TfI_TFAA_94110ll_M_A_ _INIB_】8
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弟 妹 大 串 文 理 革 帯 お 菜 (改革甫) 13

沈澱せしめ洗准後横枠で溶解せしめ01N過マンガン酸力少液にて滴定し酸化カルシウム

の定食を行った.攻にその分析結果を示す.

Ⅳ 分 析 祐 美

分qf結果を安1に示す

Y 分 析満 具に封 す る考察

箱屋と衣 1に見る如く琉球和島に産する燐沸石は産出地の状況と品質とに上って三つの種勅に

分郡1ることがHj締る.先づ節一･は族酸三石衣を主成分とし鉄琴土及珪酸分の少Vlもので蕗批他

は島の海岸近 くで縦の戯墜山水る小筒小丘にポケツH状に産出する燐疎石でこれを今ここで(A)
〆ルーフ̀と稀することにする.第二は麟酸津野土を主成分とし石次分少く産酸分の多いもので石

衣洞中に小盈ながら建する燐疎石でこれを (B)〆ルー7'と稀することにする.節三はやはわ燐

酸挨教士i:a--_成分とし石衣分の少い購疎石で産出丑が前の二者に比較して非常に多生であるもの,

これと(C)4'ルーブと稀することにする.以上並べた三つの凍類にわけらTLるが (A)グループ

rE展するものは No12,Noll,No.2,No i,No 5.No.6,No0.No_8,No20,

No.15等であり,(8)〆 ,̂-ナrE尾するものは No17,No3,No24時であり又 (Cク■ルー

ブ)rz:屠するものは No18である.これらは産出地の見た況1わ判断して (A)4'JL/-1'と (C)

〆ルー71ま海鳥葵の辞化して出来た族凍石であると考えられ (B)4'̂'-7'に農するものは傑蜂

糞の筆化して出衆た煉軟石であると考えられる.即ち (A)4'ル17'は溢血額が魚族の想見や外

敵の早期奄見に億vt鹿よりもやはり遠 く迄展望出氷るこうした小高い丘が生揺するための良vl伎

件であると考えられるからであり,又 (ち)〆ループは現に頻福井が堆積してその放下盾は妨康

化しているからである

Ⅵ 琉球諸 島声輯疎 石 の比t

l J_t黒 の 測 定

前に分析した各鏑W.の燐凍石についてLJクノメーターを用レ､水の代り燈恥を伴って25oCの恒温

相で一･定容となし比正を測定した.

Table I

Spe⊂LfJ亡graVltyOEthephosphater∝ksproducedlntheRYUKYUJSLAドDs

2 測 定 柿 拠

衣Vに測定約JLLを示す,
水分を多く含んだNo3,No17-A噂は特に比鉱が小さいが比盃は甘油2.5-29の値を示して



14 脚 杵島に庫するyL凍石の稚珠化串的軒先 (i)

lハる.

Ⅶ 2% 絢 秘 書 可 溶 性 輯 一牲

1 分 析 2TL 社

風乾した輝石を粉砕 して80メッy lとなし.約 1瓦を椅拝し250mL入 りメスフラスコに入れ2

%クエy酸 150mlを加え 1時TiEl台盤鰭にて擬近し後直ちに250mlの摂細道蒸滑水を加え逆心分

離器にて不締粉 を分無しその中より25rnLをとりモiFブデン酸7/モ-ウム捧碑を加え燐酸を

沈澱せしめこれを25% 丁ンモ-7水に溶鋼せしめマグネシLT混練を加えて燐幣を沈澱せしめこ
れを常故に従い定食し2%陶髄酸可溶性燐秤とした.

Tab!e 1

2%cltnC.lCldsolublephosphこIteOftllephospllllterock

2%L:ltrLCこlCldト
soIP19L(･≒Ll

2 分 析 結 果

上音亡の方故により分N-rした

結果を袈lに示す
焼餅石の杓辞任はその肥効
と密積な関係があるたが1),

絢斡率の大小は燐磁石中燐酸

含有丑の大小と同級その横位

許僻に大きな蹄係がめる.32

Lrt見る如 く.lNo2,No6,

時は特に杓終車が補いが No.

3,No.17,No18称は特に相

継率が低い,これは嬢頂三石

萩と燐憾 磐土の拘尉轍に封

する解離度の粕速によるもの

と考えられる

!弟Tt 肘 諸J,連珠鉄石中亜銘及頴の含有士について

碇紛及鰍 王生物賢と非常に密度な紺速のある元素であるが,生物の耕維物戒は死作が艮qJ･月堆

琉腐朽して生成したと考えられる琉球相島の燐醗石とこれ等の)-L菜とのF.JIの何等かの幽速を見出

すことは地球化学的に興味のある都であ り,又海洋性燐酸塩堆萌物中には柑 こ1GB給が通常異常な

感度で含まれる(I),という祁などと脚適してこれを明らかrEする机 土党規相島産の燐鮮石の本質

を明かにする上rz:意演のある都であると考えるので,攻の方法に上り分析を行い興味ある1井賓と

見Jiiしたので,･次はこれについて記す.

1 分 折 方 ま

電 鉛 E.B.Sandellのヂチ,//袖rtI法(I)に上tI攻の如 く行った.前に鹿頚した試料牧の一

定量を取 り10%クエン酸 リーダ液を加え7yモ-丁で pHを約 8-85Iこ閑却JL,00lOAヂチノ

ンの四塩化-#梁鵡韓にて袖山を行い.柚LLS波を分解して,更に0.02N塩はにで洗淋し.ZnとCu

を分雅 し,この塩酸軌 士定客フヲスコに入れ これ より一定量を探 り酷殻扱締酵乱 チオ債硬ナ

トリウム津を加え,0001%ヂチノン酵液lこより毛色せしめ光電管比色計により500mFLのフィル

ターを用いて建9.を行った.
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銅 上aiの 'Lnを:分離したヂチノンの四塩化'#兼好を E BSande11の方法に従(5)ってV_q塩化

#黙i:蒸覆乾潤せしめ過塩素酸と濃硫酸で加熱Lでヂチノンを分解せしめメチルオレンデを滴れ

してアンモニア水で中和し6N親板で弱酸性となし足寄フラスコに入れこれ より一定量を取 り出

し0001%プチゾンの川塩化-#兼浴液を加え1く我1-並して婆色せしめ,光電管此色81で500mpの

フィルターを川い定盤を行った.

汀 分 析 結 果

分析舶鵜を;挺Ⅳと諌≡Vに示す.

rable Ⅳ
Contentsofzzncln theph()sph<iterockspr()dl】Ce(I1ntheRYUKYUISLANDS

S.17Ege_)Iv_tJ zn_(r) 仁 3 a n_I_

19

3

08

27

24

3

Table v

ConlcntsofcopperlrLthephosphater【】cksproducedlnthe1(YUKYUISLANDS

No1-A

No1-B

No2

No5

No6-A

No6-B

No8

Noll

14

83

90
23

ll

33

61

03



16 淡味打払に兼する外書石の地球化一事的7f究 (工)

0.9 0(×施 (C)ダ -̂ チ

0｡I 0OO3 参 考

J 分 析 結 集 に封 す る考 察

PfiLli地の状況と亜鉛及絹含･取との糾俵

この期係と明らかにするために攻に分析Bと#-Eli地の托延とtR1lに示す.

Table ll

TherelaLIOTlbeh､eenzlnC&coppercontents.tl1dlo=nt10nOfthephosphater∝ks

produCedlntlleRl't=KYUISLAJヽDs

MIYAKOJJゝlATAHtACll.Y

MASt'PA]そⅠ

MIYAKOJtlIATAIIむ＼CrrY

KL:llADAr(I

1111-̂KOJIllAGLSL'Ku3r･_
CIl10Ŝ nrIFUIT()

i ,■e zn(oo応 蒜

:<o IlA O7010079

No 1-Li O2LLO0052
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Jl14AYAKOMO

Ŷ YEYAMAGUNHAll三tlUhlA

JIM^

MIYAKOjlMATAKAYAMA

St11nplE･ Zn(アb)Cu(Po)

EP ~｢ N｡ 6_A .262｡｡‖

i J

ll

iiii-
No 0-A 0O190015

MIYAKO.Ji,hd手ATlAiRACJTY 才了 庚 南 中 N. 3 005500-6

KUhg録 lnAIIGYUASGrHn tvA 17 次 洞 .い N｡.7-5 00140018

No171 6 00240003



18 凍球紺もr=産する境ig(石の地球化や約1評定 (I)

KU･顎 lVJIYfJ.GyUASGHi訟 vA 石 衣 河 ･P

OK】NAlVASIIIMAJFRIGUN 石 衣 羽 咋
TAMAGUSUKU.htURA

OKlNAWAKlrAl)Arl､OJIMA

~∴一一二･
誠VTに見る如 く,兜に分けた分菟巧に上るクルー7'と全 く同様に誇称嶋の状況とbrli紛及銅の含lJf
兜についてもこの三つのクールー7●とその催あてはめる郡がEu来ち.即ちA〆JL,-ブには脂粉が

014-070%経度も含まれ徴丑成分にしては大きすぎるほど異常放浪鮭で倉皇れている 然 しA

グルー-/-の燐醸オ了であ りながら,以上のfRL剛性より外れて居るものがあるがこれは特殊な保件を

持って居る L叩ち No 1-B,No 5,No 0-A,は証紛含有量が少い.これは No 1-ら,

NO 5,は鉄替土産校が非常に多 く,反封に石衣が少い.又No.0-Aは石衣が多く,灼熱波束

も多 くで燐較分が少くなっている.こfui紫綬石衣が主成分であるためと考えられる.

(良)4'クールーブに鬼するものは娃鉛が001-0.05%で (A)グループにIt:較して非常It合イJ量が

少い (C)グルーブも (a)グルーブ同様轟鉛の含有丑は少 くない.銅の含有量についても同枝

にA〆ル-プはO01-007%で亜鉛の約10分のl程度で (B)グループは (A)〆JL,-7'に比較

して少く001-0001%程度で (C)〆JL,-7'ではさらに少く0005%程度となっている.A〆ル
ーフ■の妨敵は豪州地の地形が海岸にABl'した小高い丘である健件から判断してお品に如孫の深いこ

とが想像Iu妹,文節鉛を異状に多 く含んでいることは地球化学的にみて吐物問に燐とa.1鉛が特に

浸鮎され(7)(○)でいることと帖適して,この鰐雌右が生物と密積な関係にあることが明らかである

が郁し(ち)グルーブも (C)グルーブも同枚に生物と関連の深い燐蚊打 C･あるに的らすこれに

は帥節が少レ､と73う耕LEFと封比して非常に興味深い間脳である この智について攻のmLllが考え

られる

るgt q'二に (B)(C)〆JL,-7■とも燐際鋳懸土醸であるが (A)は燐僚三石/火がj-成分であ

りこれが曲給の溶解に閑適の深いこと.即ち蛸ほ右次の pHは燐酸深轡土より大きく,文イオy

ポテ/ン7JL,が訟鉛はカルシウムより大きいが坪や7JL,ミニウム上りは小さい恥など.HL三に

(B)(C)等に比較 して解析生成首時の風化の悠件が負っていたのでないかと言う軌 即ち(B)

は石衣御中でlG凄艶雨.ii)傑経を受けてV.72:事と (C)は壁瀬豊が多量であり (A)はポケット

在肝 亡あるとの村蓬から生成催件に耕蓬のある草などが考えられるからである (a)〆ル-7'ほ

亜掛も鞘も少く,韓尊土,珪酸分多 く石衣分が,少いことは石衣洞中の頼場末の嬰化して粥水たため

で,攻賓に託FlJ3する如 く.瑞相糞中に錬蕃i-_珪酸分多 く糞が堆横腐キー)'していくに従って,71'萩,

i軌 ih鈴は,可 沖i性とTL:り終往け る傾向があるためと,風化の隙件が才子/x渦 中で紺 よれるため

(A)グルー7-と全 く興るためと考えられるからである (C)g'ループ即ち北大加島蘇焼成に紬し

ては功磯 丑が特に多い都は生成倣件に何か (A)(B)と比較 して析達しているとい';)却7rJi考えら

れ 文机酸類土が主成分であるとの二つのFJl由からZnとCuの合有蕊にも榊適が舛7t:ものと考え
られる



凍 謙 大 草 文 理 卑 称 抱 野 (蓮華市) 19

'rable Ⅶ

Therelal10nbetweeTIZllleandothercompcr)entslnthephosphごILercH:ks

sample I production

I(0 I-A

No I-B

No 2

7Li0 5

No 6-A

NTo 6-B

No 8

Noll-A

No12-r･

No15

No20

No 0-A

MIYAT(0JLhlAMASUPARI

MlYAtくOJJMAMASUPARl

MLYAKOJIMAKUMADAKI

MIYAKOJIMASA工)EFUNE

MIYAKOJIMAFUKASUKU

MIŶ KOJIMAFUK̂ SUKU

MTYAlくOJIMAARAGUSUKU

YOROトりlMAOICUSUKU

OKINOETEtABUJIMAYAKOMO

HATERUMAJlMA

MIYAKOJIZLIATAKAYAMA

MIYAKOJTMAYUNAPA入tAEYAMA

Ⅳ 琉一味諸島産燐功中亜鉛と他の各成分との帥保

証鉛の合有食と他の成分との的院を明らかにするため (A)4'JL,-ブについて衣Ⅶを示す

1 位磁石中塗鈴と韓懲土との防係

囲2に>-I-.す如 くTiす乱1(A)の俵件を浦足す

る燐綻石に於ては紛智上土の含右足の租JJTlに従

って耶鈴の合有渡も均加する傾向にある.こ 08

の†qErL7Jは師鍬 ま鉾妙土と同根岨化に依 り終解

せず虎イiする帆占Jにあると云う蔀或は燐厳石
G;06

が7,.くTJ:るにつれて叩け贈.の盲力鉛化合物を排 占 04
隈不)がE.EtihiLで沈澱淑縦け る傾rr'-)にあると云

うことにJ:わ説明される 紹L鎖皆土が典71･;'

に多い燐啓三不については以上の関係が成立し

(%
)
u
･L
I

02 4 6 8 10
- SLOB(%)

Flg3 Th(･rclnl10IlbctWCCn21nC

and slllCate Lnthe phos･
phnterocks

† ｡2

0 2 4 6 8 10

-- Fc101+A120J(ro)

FJg2 TherelatlOnbetweenzJnC
andIron良nlmlnlumOXlde

lnthephosphaterくだks

ない.No5,No 1-Bがこれを示している.

2 醗酵右中竜gaと無水珪酸との脚係

iEi3†こ示す如 く (A)催件を満足する焼餅石

中速醸分と3F_鈴の含有食との伽には珪酸分の相

加に従って亜鉛も相加する傾向にある.この傾

向も垂式辞土の場合と同機珪酸と缶鉛はとくに風

化作用に上り略解し難 く,又淡疎石が胤化して

古 くなるにつれて可青線性証鉛化合物を捕瓜;して

故紙する傾向にあると#,えることにより説明さ
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38 40 42 44 46 48 50
--CaO(fb)

FIE.4_ Therelattontx:twecnZnandCaO

れる.然しこの鱗合も蔓隻三拝土と同級珪酸分

の異常に多い醗疎石については以上のi紺係

は成立しない

3 燐凍石中亜鉛と石衣との脚休

園 4により明らかな校に不lノ欠と五百録との

舶係は銀沓土,珪酸分とは尿封に石衣の含

有量が少くなるほど葺巨鰍 土合有里が多くな

って居かこれは石衣分は風化に上りl容解し

易い傾向にあり焼餅化が進むにつれて石衣

分は溶出するが亜鉛は盛留する傾向にある.

或は更に捕捉沈澱坤加する棚r-'11にあると考

えることによD'&11Bされる.

V 輯硬石中主Rの含有Jtについて

何れの解放石に放てもit･Iの含有且は正銘の合1f鹿に比較して少くなっている (A)グルー71

は他の〆JL--/の燐餅石より鋼の含有畳は多いが001-007%,(良)〆JL,-フ̀では001-001%

の範囲で_qF_給食孝1丑の10分の 1粗度である.銅がこの棟に合有星が少vl理由については-大の編堵

葬の奨化との絹の疎動につV､て桧5-Tする番に上り或親睦F)Bらかにすることが刑来ると甥える,

§第 1手 凍坪井JIjE堤墳暮 (バットグアノ)中の銅及亜鉛につし､て

分光分析のi,J.'果輔蛤未申に銅が含まれている都と見出したので1=ナノ/法によりLjZ蕊を行った

ところ異状に鞘の含有率が大きいので,宮古島.久米島,沖縄X地相の三ヶ所より試料を舐めさ

らに瑞軒に調査したところ興味ある都電を見附したので次にこkl.についてのべる.

1 試 料

二辰も代妾的な試料と恩はれるところを運び堆硬骨を約 10cm線度づつにち五分して上帆 中衛,
下櫛と分け各々折紙疋白にした.探兆した或柵 王協動は茶褐色の氾状物でこれを約拾故Ilbl乾して
''ik粉砕した.凪乾試料を600-8001Cの怒気地中で有顔成分が完全に分解除去する進rlJ執政化し.

叔色或は赤禍巴の粉末となしこれを吾毛料とした

甘 分 析 方 法

水分及び灼熱減食 凪乾鮒 i:電束越中で灼熱次化せしめ,その地位を水分と束■)戟滅凡とした

これは勿諭附澱/J(分,有機成分,其他坪覆性成分も廿に れに合5.れる.

無 水 出三根 ･水分を_TJJ(施FBILで不溶性珊分をもって Si02とした.

瑞階,錐等土,石ノ矢 玉水盛rRした体液について前に釈ル た.bJ汝だよって分析した.

臥 虫鉛,ヂチノ/抽Eji故により銅及び並鉛を分鮭し魂塩綬IE･韮鉛を沈澱分離してヂチノン法
によって比ei鐙丑した_

J 分 析 売 果

上冨巳の方法によって分析した結JAi:袈TJに示す.
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Tablc 17

ThereJat10nbetlVeerlCopper良zlneCOnteTltsar)dothercomporlentSlnthebnトguanO
producedlntheRYUKYUISL̂ NDS

samp】cI pr.duct.｡n

l.WYAKOJtMAGIJSUKUBE
No 9- 1 CHtOFUKUMZNE

(Jnealc)urnc{1Ve)

.N｡ 91 2l"IYAcTl?oJHuAKUGE諾 uBE
(lnC.lIcJuTTICave)

MIYAKOJIMAGUSUKUBE
No gl 3 cl†IOFUKUMINE

(lnCaklumCave)

KUMEJIMAGUSmKAIVA
No17- 1 hlURAYAJIYAGAMA

(lnCnlclumCave)

(lnCaklumCaヽe)
KUMEJIM̂ GUSIIIKAWA
MURAYAJlYAGAMA(JnCalclum Cave)
OK】NTAWATAMAGUSUKtJ

MURA
(】nC.lle)umcave)

Olく1NAIVATAMAGUSUKU
MURA

(LnCalclumCave)
≧OKLNAWATAMAGUSUKU

N()21- 3 MURA
(lnCalclumCave)

MlY∧KOJIMA′1､AIRACITY
_No19 NISHIB̂ RU

(lnCnlclum Cave)

Ⅳ 分析結果に封する考察

1 琉球緋]:b耗如柑菜中ソ大分と灼熱滅
健の硬化

臥位淡料を喝采地中で600-800℃に水

化する吋の減1Itは水分の外に有扱成分

(C,H.0,N)が主体となったものと考
える 胆5で明らかな雌に有横成分は

堆所思の上層･上り下盾に移って行くに従

って,一腰途中で相加して後敷浪に減少

していることがわかる.

これは嫉妬禁中の有擬成分はその糞が

樹‡LJして分解すると可紡性のコ.'イド妖

術械城分と窄りこれが上静上b琵透した
水ととも忙中ri和音 即ち衷簡上わ10-20

cm の盾に移行したため中田】舟が最上盾

一一 ∴ :∴ ..I

∵…､｣｡1.｢ .fI
∵

∴
:

90的708∽40知(07i)sso]attuEl+aJn]S[Olu▲-

10203040506070czr)
-Depthofaccumulatedbat･guano

Flg5Varlat10nOlmoISture良lgねss
lntheaccumulatedbat･guano
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部より灼載減量が多くなったと考えられる.そしてこの可溶性の右横成分はこの肝で分解して水

によく挿解する成分と労って流出してし皇うため下盾即ち30cm以下の肴では灼熱地 が中上肴

に比較して小さくなっているものと老えられる 田中No.17の 1-4迄はg'丁ノで色も岩槻色を

豊する, 5-10迄は薬禍色～白色でグアノが,燐瑛化したものであることは灼熱減免も物語って

いる.No9-3,No17-4は丑蘭より30crn～40cm の静でここで朴/1,どグ丁/は分桝しっ く

すものと見られる

2 琉球摺岳に轟する顔錨奨tPの銅含有丑の変化

駈6で明らかな操に騒好炎堆積魯中蹄の畢動は前に説明した灼熱滅蛙即ち有機成分の㌍化と全

く同一である.即ち上盾よりも中Tlul昏rL鰍 土濃鮎され

それが下府･に移ると急激に減少していることがわか

.,.>･･･.No 9 る･これは舶 巽中の鍬 主上愚~CL士,鮎 門の如き宜
_〟._.N｡21 大な介㌢中に結合して含まれていたものが･ 古くなる

10 20 30 40 50cm

-DeJ)tllOfaccumulatedbat･guano

FJg6 13ehavlOrOfcopperln

act:umLZ]･ltedbat･gual一O

として鋼をふ くみこれが央中に梯雅され,

に経って腐朽分析し都合分1億 の小さい擢野分-[程度

にかわわこれが水と共に中riH盾に移行し,ここで濃糾

された状態となったため銅が特に多くTJ:つているとyl
えられる.そしてさらにJf1横成分が分tWするに及んで

可溶性の分子･状接の有様銅錯塩として全く/Nに淋解し

4:･るため下原即ち30cm～40cm経度の酔ささの蛤に於で

は用が急激に戒少するのでなt'lかと考えられる 蛸Ⅰち

前項でのべた塩にやは D安d)A上り30cm～40cmの麻に

於て虫相楽は分節しつ くしこれと同時に鰍 王可紡性の

右横鮪酷藍として溶桝し湖fLfSするものと35えられる.

又舶餌発碓併物中二の棟に多食の銅を合有することは

輿(妹あるJjrC+あわこれは舶姫の)i;(.'食とする.昆虫兎紬くそ

のiI二体内vz:生命を甜紬するため-辛/アン炎他の成分

堆研中に渉糾されるからと萄えられる.

3 瀬畑共中正紛含有宜の義挙化

戯 7で明らかな段に鳥言真言糞稚碗庭中の更鉛の

畢動は錆のそれとよく似ているが韻掛は鋼より

含有寵が少い.塾垂別i鏑が殆んど溶解し誠Ilけ

る袈hJ下30cm-40cmの下原で鋼と同校終解す

る仰向があるが,この盾以下の肝では一膳可鮮 N
I

性のiil鉛が,燐脱化が進むにつれてこれに捕捉

される帆句がみられる.即ち No17-5,6,7,

10と下原に移ろに従って韮鉛が湛舶されている

からである.これは前にのべた-泣鍬 土鈴詐土.

速校と同棲風化作用に上b終解し難 くなるため
かと考えらTLるが.燐酸三石次の含む韮給ほど

に含量が多くならTLい執 王族鞍録牡土が窒鉛を

捕捉する力が豆等いためであらう.この事に即し

".廿.-N09
--ヤ･.･lhTo21
eNo17

10 20 30 40 50 60 70cm

-DepthoEaCCUmul.ltedbat-guano

Flg7. Beha＼10rOfXlnt:m

accumulatedbat-gu:lnO
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てはさらに賢駿を行って桧村中である.

4 廉始発中石衣分の嬰化

は8T'見る如 く石衣もやはり有横成分,鞘.

等と同様グ丁/が留朽分解が進むにつれて,可

酵性となり,申FM肴で有墳成分とともに一座濃

縮されそして分僻が進むにつれて終解し去るた

めに少くなったものと考えられる.No19は試

料が故も新鮮で水菜が周囲になく比較的乾放し

た場JVrで雌も少蕊しかなかったところから探処

した諾錦rである,

5 蛸を蛋禁中錬雛土合有態の奨化

T7_

,I.u

∬

F
i

M

(
%
)
fO
F[V
+
fO
苗
トT
I

･一〇･･･No 9
-〇･････N｡21
--p-■ No17

10 20 30 40cm

一･Depthof.1ccumulntedbaトguano

Flg9 BehこIV10rOf)ron也aluTnlruum
lni)(､CumlZlatcdbat-guano

(a)i
)0
8
-

-Depthofaccumu】.ltedbaいgll･lnO

FIJ;8 BehavLOrOEcnZcll】mln
aCeumUlntedb.小guano

武9に見る如 く舛鮮土の含里の響化はこれ迄

の諸要素と査 くその傾向を典にしている 即ち

発券土は糞の分解が進むに従って益々その慈鹿

が槍加している.これは常春土は糞が分解して

も水に不溶解性のものとして変転11･する帆f'-1があ

るためと考えることにJ:つて詮明される.即ち

前に餅砕石中坪野土が風化にJ:わ梅解せす薙称

する傾向があると述べたが,ここでもその傾向

が明らかYZ:示されている この都雁は石衣洞中

に在する燐酸石が殆んど燐酸線軒土膿である郡

の英付けとなるものと考える.

責 に] 括

1.琉球拝島に荏する燐疎石..E芸.質と産地別に上D分類し燐酸三石荻を主成分としたものと燐酸

錬磐土を主成分とした燐疎石があることを述べ.蛸殻三石次を主成分としたものは海岸近くの海

の展望の山雑る小商い丘の上にポケット歌に産出することと,燐酸薮巻土i:主成分としたものに

は石衣渦中で朝好掛 く筆化して出奔たものと,北大宮島に蔭するものの二つの産出状況を別にす

るもののあることを述べた

2.これら鏡餅石の理化学的性質の-柵と知るため族瑛石の比互や杓溶性も調べた.

3.洗練相島に蘇する族疎石中の亜鉛の含有丑を調べ燐酸三石衣を主成分としま山地の催件が

海津近 くの小商い丘の所では骨亜鉛を異状な改変で合有していることを明らかにし,-gi鈴の合有

蕊が鋒替土,珪博の含有丑に比例し石衣含有丑に反比例する傾向にある吉L これは臥化作用にj:

り亜鉛か伴教士,珪碑と同棲不溶性で残留するか或は捕捉痕範される傾向にあることを述べた.

4 琉球符島に産する舶妬英中に相常蕊の銅を含んでいる事を明らかにし.その銅の撃化につ

いて堆頓原の断両を調べ銅は蛸蛤糞が分解するにつれて可溶性となり,申mj府･即ち表面より10

cm～20cmの価で添抑されて下僚即ち30cm～40cm以下の府･では殆んど分解して鋼は可溶性の
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能塩として流LEiする執 それで鍬 土燐酸幹土礁中に入って来ない苛を碓めた.

5.塩鉛も石衣も銅と同校に糞中の有機物の分解により骨一膝流出する傾向にあることを述べ

た.又正鉛は燐酸鉄馨土陳が古 くなるにつれて梢これに捕捉される傾向にある事を述べ,燐酸三

石次中の盃鉛の合丑が風化作用に上か流出し難い傾向にあることと一致する傾向にあるが検討中
なることをi並べた.

6,琉球諸島の石衣洞中で燐酸輝潜土硬が生成されるのは葵の分解k:つれて鱗殊土は将々盛存

する傾向が強いためであることを述べた.
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